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イ
ン
ド
洋
沿
岸
諸
国
で
約
五
十
万
人
の
死
者
・
行
方
不
明
者

を
出
し
た
ス
マ
ト
ラ
沖
地
震
か
ら
、
二
十
六
日
で
五
力
月
。
最

大
被
災
地
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
・
ア
チ
エ
州
で
も
、
本
格
復
興
へ
準

備
が
進
む
。
し
か
し
、
津
波
で
家
族
を
失
っ
た
記
憶
は
、
被
災

者
の
脳
裏
か
ら
消
え
な
い
。
親
を
、
子
を
思
い
、
涙
が
あ
ふ
れ

出
す
。
特
に
子
供
た
ち
の
「
心
の
傷
」
を
癒
や
す
に
は
長
い
時

間
が
か
か
り
そ
う
だ
。

ス
マ
ト
ラ
沖
地
震
３
ヵ
月

　
州
都
バ
ン
ダ
ア
チ
エ
の
国
営
話
し
始
め
る
と
、
涙
が
止
ま
ら

孤
児
施
設
「
恵
み
の
家
」
。
イ
な
く
な
っ
た
。

ス
ラ
ム
教
の
コ
ー
ラ
ン
を
朗
読
　
同
施
設
で
生
活
を
始
め
た

す
る
子
供
た
ち
の
声
が
聞
こ
え
が
、
津
波
の
シ
ョ
ッ
ク
で
な
っ

て
く
る
。
九
－
十
七
歳
の
計
約
た
言
語
障
害
が
治
ら
ず
親
類
が

百
人
が
暮
ら
す
。
ス
ト
リ
ー
ー
ト
引
き
取
っ
た
少
年
も
い
た
と
い

チ
ル
ド
レ
ン
の
収
容
施
設
だ
っ
　
う
。

た
が
、
津
波
で
家
族
を
失
っ
た
　
国
運
児
童
基
金
（
ユ
ニ
セ
フ
）

子
供
が
今
は
大
半
と
な
っ
た
。
や
世
界
保
健
機
関
（
Ｗ
Ｈ
Ｏ
）

　
　
　
ヽ
　
　
　
　
　
　
　
　
は
「
今
後
は
子
供
の
精
神
面
の

　
　
恵
み
の
家
　
支
援
が
大
き
な
課
題
」
と
訴
え

　
津
波
で
壊
滅
的
被
害
を
受
け
る
。

た
同
州
西
部
ロ
ン
出
身
の
少
女
　
　
ユ
ニ
セ
フ
は
州
内
十
七
ヵ
所

プ
ト
リ
・
ム
リ
ヤ
ニ
さ
ん
（
£
の
「
子
供
セ
ン
タ
ー
」
で
、
計

は
「
優
し
い
人
ば
か
り
で
幸
せ
。
約
一
万
一
千
人
の
子
供
を
対
象

将
来
は
医
者
に
な
り
た
い
」
と
に
、
放
課
後
に
約
二
時
間
、
体

明
る
く
語
っ
て
い
た
が
、
両
親
育
や
図
画
な
ど
の
活
動
を
実

と
妹
を
失
っ
た
津
波
の
記
憶
を
施
。
地
元
イ
ス
ラ
ム
教
組
織
や

癒えぬ被災児の心

スマトラ沖地震の最大被災地インドネシ
ア・アチエ州の州都バンダアチエにある
国営孤児施設「恵みの家」で、コーラン
を朗読する少女たち＝23日（共同）

ま
ま
だ
。
　
　
　
　
　
　
　
被
災
者
を
ア
チ
ェ
州
に
呼

　
「
家
に
Ｉ
回
行
っ
て
み
た
び
、
体
験
を
語
る
催
し
も
実

け
ど
怖
い
。
帰
り
た
く
な
施
し
た
。

い
」
。
母
親
と
姉
を
失
っ
た
　
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
の
同
プ
ロ
ジ
ェ

少
女
ム
テ
ィ
ア
ラ
さ
ん
（
Ξ
）
ク
ト
担
当
、
金
山
夏
子
さ
ん

は
帰
宅
を
拒
否
し
、
約
十
キ
・
は
「
Ｅ
力
月
た
っ
て
、
よ
う

離
れ
た
丘
陵
地
の
父
親
の
知
や
く
話
す
こ
と
が
で
き
る
よ

人
宅
に
身
を
寄
せ
る
。
父
親
う
に
な
っ
た
と
い
う
子
供
が

は
「
我
慢
強
く
待
つ
し
か
な
い
た
。
時
聞
か
か
か
る
ケ
ア

い
」
と
た
め
息
を
つ
い
た
。
で
、
長
期
的
な
取
り
組
み
が

　
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
も
支
援
匹
」
斜
き
る
か
が
課

　
震
災
後
、
州
内
で
巡
回
診
　
民
間
の
被
災
者
相
談
所

療
を
続
け
て
い
た
国
際
医
療
　
「
ト
ラ
ウ
マ
（
心
的
外
傷
）

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ

親
思
い
、
あ
ふ
れ
る
涙

セ
ン
タ
土
を
夫
婦
で
運
営

す
る
地
元
の
国
立
シ
ャ
ク
ア

ラ
大
学
の
バ
フ
テ
ィ
ア
ル
・

ニ
ト
ラ
講
師
は
「
今
の
と
こ

国
内
外
の
非
政
府
組
織
（
Ｎ
Ｇ
は
連
日
、
人
捜
し
の
広
告
を
掲
　
（
岡
山
市
）
は
、
五
月
か
ら
ろ
、
深
刻
な
ト
ラ
ウ
マ
の
ケ

Ｏ
）
も
同
様
の
試
み
を
始
め
た
。
載
。
仮
設
住
宅
な
ど
に
設
置
さ
子
供
の
心
の
支
援
に
重
点
を
Ｉ
ス
は
そ
れ
ほ
ど
多
く
な

　
同
国
バ
リ
島
の
民
間
孤
児
施
れ
た
相
談
所
に
集
ま
る
人
は
途
移
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
い
。
ア
チ
ェ
の
住
民
は
津
波

設
運
営
者
ラ
ム
ダ
ニ
・
シ
レ
ッ
切
れ
な
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
ア
チ
ェ
州
の
子
供
と
、
岡
以
前
か
ら
独
立
紛
争
で
苦
労

ト
さ
ん
は
、
ア
チ
ェ
州
で
「
恵
　
海
岸
か
ら
ニ
ー
五
♂
の
地
城
山
市
や
大
阪
府
高
槻
市
の
小
し
て
い
た
ほ
か
、
親
族
が
助

み
の
家
」
の
二
倍
以
上
の
規
模
に
広
が
る
か
っ
て
の
住
宅
街
。
学
生
が
絵
や
手
紙
を
交
換
す
け
合
う
伝
統
も
生
き
て
い

の
施
設
建
設
に
着
手
し
た
。
　
津
波
の
直
撃
を
受
け
、
今
も
見
る
「
友
情
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
　
る
」
と
分
析
し
て
い
る
。
（
バ

　
　
　
　
　
こ
　
’
ｘ
　
　
　
　
渡
す
限
り
、
が
れ
き
の
山
だ
が
、
や
、
子
供
向
け
の
移
動
図
書
ン
ダ
ア
チ
ェ
共
同
＝
上
村

　
　
帰
り
力
く
な
”
’
　
　
倒
壊
を
免
れ
た
家
も
散
在
す
館
の
ほ
か
、
他
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
と
淳
）

　
五
力
月
経
過
し
て
も
地
元
紙
る
。
し
か
し
大
半
は
空
き
家
の
協
力
し
て
、
阪
神
大
震
災
の
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